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今
日
本
の
森
林
に
一
番
必
要
な

こ
と
は
や
は
り
間
伐
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
千
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
人
工
林
の
う
ち
何
割
か
が
間
伐

の
必
要
な
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て

い
ま
す
。
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

に
三
千
本
植
え
た
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ

や
カ
ラ
マ
ツ
は
、
そ
の
生
長
と
と

も
に
順
次
間
引
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
多
く
の

林
で
そ
の
作
業
が
滞
っ
て
い
ま

す
。
言
葉
は
悪
い
が
、
今
か
ら
で

も
切
っ
て
切
っ
て
き
り
ま
く
ら
な

い
と
林
は
健
全
な
状
態
に
近
づ
け

ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
の
間
伐
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
基
本
を

し
っ
か
り
身
に
付
け
な
い
と
危
険

で
侮
れ
な
い
道
具
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
す
。

 

森
林
塾
の
通
年
コ
ー
ス
に
来
て

く
れ
た
方
や
、
集
中
コ
ー
ス
の
方

か
ら
、
今
ま
で
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
コ
ー
ス
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た

が
な
か
な
か
設
け
ら
れ
ず
に
い
ま

し
た
。
確
か
に
通
年
コ
ー
ス
に
一

年
間
通
っ
て
頂
い
て
も
実
際
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
う
の
は
そ
の

う
ち
三
、
四
回
だ
け
で
す
し
、
伐

倒
も
せ
い
ぜ
い
数
本
し
か
経
験
で

き
ま
せ
ん
。
ご
要
望
に
こ
た
え
今

年
か
ら
九
日
間
の
専
門
コ
ー
ス
と

し
て
開
講
し
て
み
ま
し
た
。
伐
倒

の
基
本
を
み
っ
ち
り
学
び
、
地
元

に
戻
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
核
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
願
い
か
ら
で
す
。

　『
安
全
に
確
実
に
倒
す
』
す
べ

て
は
此
処
か
ら
で
す
。
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
先
生
方
の
あ
い

さ
つ
、
イ
ン
ト
ラ
、
事
務
局
、

塾
生
の
自
己
紹
介
。
日
程
説

明
、
施
業
方
針
の
確
認
等

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
ま
す
み
ヶ
丘
平
地

林
の
実
践
す
る
林
分
へ
歩
い

て
移
動
。
全
部
で
八
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
ほ
ど
も
あ
る
こ
の
平

地
林
は
手
入
れ
が
滞
っ
た
林

が
多
く
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
は

市
が
買
い
上
げ
る
か
管
理
委

託
を
受
け
、
順
次
手
入
れ
を

し
て
森
林
公
園
に
し
よ
う
と

い
う
計
画
が
あ

る
。
五
月
十
八

日
に
開
催
予
定

の
長
野
県
植
樹

祭
も
こ
の
平
地

林
の
一
角
で
行

な
わ
れ
る
予

定
。
今
回
の
現

場
に
使
わ
せ
て

も
ら
っ
た
所
は

市
が
買
い
上
げ

た
林
分
で
面
積

は
二
反
四
畝
。

事
前
調
査
で
三
百
二
十
本

あ
っ
た
樹
木
を
最
終
的
に

は
八
十
本
程
度
ま
で
落
と

す
予
定
。
保
残
木
に
テ
ー
プ

で
マ
ー
ク
。
上
層
木
は
二
十

四
、
五
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
ア

カ
マ
ツ
で
他
に
ヒ
ノ
キ
、
カ

ラ
マ
ツ
、
サ
ワ
ラ
や
広
葉
樹

が
混
じ
る
。
ア
カ
マ
ツ
の
ほ

か
、
ヒ
ノ
キ
数
本
と
カ
ラ
マ

ツ
、
ク
リ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
な

ど
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た

11
時
　
イ
ン
ト
ラ
に
よ
る

基
本
の
伐
倒

1212121212
時時時時時
　
昼
食

11111
時時時時時
　
二
班
に
分
か
れ
て
伐
倒
開

始
。
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ

た
専
門
コ
ー
ス
は
一
人
で
山

に
入
り
、
間
伐
が
で
き
る
、
と

い
う
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
行

な
わ
れ
ま
す
。
伐
倒
の
技
術

力
ア
ッ
プ
で
す
。
地
形
、
重
心

の
位
置
、
集
材
の
方
法
な
ど

を
考
慮
に
入
れ
て
倒
す
方
向

を
決
め
、
安
全
な
方
法
で
間

違
い
な
く
決
め
た
方
向
に
倒

せ
る
、
こ
れ
が
最
終
的
な
目

標
で
す
。
実
際
の
山
仕
事
で

は
不
測
の
事
態
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、
二
人
以
上
の
組
で

仕
事
を
す
る
の
が
普
通
で
す

が
、
伐
倒
は
ひ
と
り
一
人
で

す
44444
時時時時時
　
本
日
の
実
践
終
了
。
先
生

方
の
あ
い
さ
つ
。
今
日
は
一

人
二
本
く
ら
い
は
倒
せ
た
か

な
55555
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
交
流
会
開
始
。
久
し

ぶ
り
に
島
﨑
先
生
の
ハ
ー
モ

ニ
カ
を
聞
く
。
最
近
新
調
し

た
ら
し
い
。
何
本
か
の
一
升

瓶
や
つ
ま
み
の
差
し
入
れ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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目
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目
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目
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目
　
44444
月月月月月
1919191919
日日日日日
（（（（（
金金金金金
）））））　　　　　

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
す
ぐ
に
現
場
に

移
動
。
体
操
の
後
、
伐
倒
開

始
。
三
日
間
で
四
人
の
イ
ン

ト
ラ
全
員
の
説
明
が
聞
け
る

よ
う
、
イ
ン
ト
ラ
の
ロ
ー
テ受け口が正確にできれば伐倒は八割方成功です。

バーが少し前下がりかな？

三者三様結果はいかに

一般的な上刃の目立て角は３０°です。ゲージにあわせて



平成１ 4 年度(2002)第１号 4 月 26 日(2 )森　林　塾　通　信

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
境
界
線
に
沿
っ
て
林
分
を
一
周

し
た
あ
と
、
林
道
に
立
ち
止
ま
っ

て
立
木
を
眺
め
る
。
目
通
り
で
切

断
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
す
る
と

直
径
よ
り
も
大
き
さ
の
違
い
が
よ

く
わ
か
る
。
ふ
ら
ふ
ら
と
林
の
中

に
入
っ
て
い
き
な
が
ら
林
冠
を
見

上
げ
る
。
樹
幹
距
離
も
林
地
の
傾

斜
も
体
感
し
て
い
る
。
静
か
に
佇

ん
で
い
る
間
に
、
間
伐
法
も
間
伐

率
も
、
先
柱
も
元
柱
も
、
集
材
線

も
伐
倒
方
向
も
、
間
伐
後
の
上
層

空
間
も
十
年
後
の
姿
も
、
デ
ッ
サ

ン
さ
れ
る
。
あ
た
り
ま
え
の
よ
う

に
下
草
を
刈
り
、
あ
た
り
ま
え
の

よ
う
に
選
木
を
す
る
。
つ
か
つ
か

と
間
伐
木
の
と
こ
ろ
に
い
き
、
こ

と
も
な
げ
に
伐
倒
を
し
て
、
こ
と

も
な
げ
に
造
材
を
す
る
。
毎
日
決

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、
ご要望、事務局まで。
TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
ki-hayakawa@koanet.co.jp
sh-sakano@koanet.co.jp
mi-tsuboki@koanet.co.jp
携帯:0902-53-26375（開催日）
H.P.http://www.koanet.co.jp

ま
っ
た
通
い
路
を
歩
き
、
昼
休
み

に
山
菜
や
木
の
子
を
採
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
す
が
れ
を
追
う
こ
と
も

あ
る
。
こ
う
し
て
間
伐
後
の
森
に

は
、
枝
葉
の
積
み
重
な
り
以
外
作

業
の
痕
跡
は
な
く
、
光
の
色
、
土

の
色
、
樹
冠
の
緑
、
空
の
青
が
彩

ら
れ
、
や
が
て
マ
ン
サ
ク
の
黄
色

い
花
が
咲
き
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
赤

い
花
が
紅
を
引
く
。

　
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
の
流
れ

が
再
び
森
を
形
づ
く
っ
て
い
く
こ

と
を
知
っ
て
い
る
杣
人
は
、
な
に

ご
と
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、

こ
の
森
を
立
ち
去
っ
て
ゆ
く
。
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専
門
コ
ー
ス
の
第
一
回
開
催
が

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
さ
て
次
は

通
年
コ
ー
ス
。
植
林
、
樹
木
分
類

で
幕
が
開
き
ま
す
。
植
林
地
は
十

数
年
前
に
山
火
事
に
な
っ
て
そ
の

後
放
置
さ
れ
た
元
ア
カ
マ
ツ
林
。

倒
れ
た
マ
ツ
の
間
か
ら
エ
ゴ
ノ

キ
、
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
ク
ロ
モ

ジ
、
ク
マ
イ
チ
ゴ
な
ど
が
び
っ
し

り
生
え
て
い
て
、
除
伐
、
地
ご
し

ら
え
に
大
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

美
し
い
林
の
復
活
を
願
っ
て
。

イ
シ
ョ
ン
を
組
む
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昼
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11111
時時時時時
　
伐
倒
再
開
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本
日
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。
小
屋

に
戻
り
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目

立
て
講
習
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
現
場
に
移
動
し

ま
ず
体
操
。
次
に
昨
日
覚
え

た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て

を
各
自
や
っ
て
み
る
。
今
日

最
初
に
使
う
の
は
自
分
の
研

い
だ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
。
よ
く

切
れ
ま
す
か
ど
う
か
。
結
果

ど
う
や
ら
大
方
よ
い
切
り
粉

が
で
き
て
い
た
よ
う
で
す
。

コ
ツ
は
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に

1212121212
時時時時時
　
昼
食
　

11111
時時時時時
　
伐
倒
再
開
。
三
日
目
も
終

わ
り
に
近
づ
き
、
皆
さ
ん
目

に
見
え
て

上
達
し
て

き
ま
し
た
。

伐
倒
方
向

の
判
断
、

牽
引
な
ど

を
す
べ
き

か
ど
う
か
、

だ
ん
だ
ん

判
っ
て
き

ま
し
た
。

三
日
間
で

一
人
十
本
く
ら
い
は
倒
せ
た

で
し
ょ
う
か

33333
時時時時時
4040404040
分分分分分
　
実
践
終
了
。
小
屋
に

戻
り
反
省
、
感
想
等
。
午
後
島

﨑
先
生
も
顔
を
出
し
て
く
れ

て
講
評
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た

44444
時時時時時
4040404040
分分分分分
　
解
散
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。
次
回
七
月
初
め
に
ま

た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
イ

ン
ト
ラ
大
野
の
出
し
た
宿
題

を
忘
れ
ず
に

参
加
者
／
稲
垣
さ
ん
、
大
月
さ

ん
、
小
川
さ
ん
、
片
岡
さ
ん
、

金
子
さ
ん
、
小
泉
さ
ん
、
小
林

さ
ん
、
塩
田
さ
ん
、
藤
本
さ

ん
、
宮
川
さ
ん
、
吉
柴
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
、
川
島
、
後
藤
、

椎
原
、
坂
野
、
早
川

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

通
年
コ
ー
ス
　
第
一
回
・
二
回

5
月
10
日
（
金
）
植
林

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
伊
那
市
西
春
近
真
向

原
に
あ
り
ま
す
、
下
殿
島
区
有
林

を
お
借
り
し
て
ヒ
ノ
キ
の
植
林
を

し
ま
す
。
多
少
の
雨
な
ら
予
定
通

り
行
な
い
ま
す
の
で
雨
具
を
お
忘

れ
な
く
。
あ
れ
ば
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ナ
タ
、
ノ
コ
。
お
弁
当
。

　
お
昼
に
は
簡
単
な
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
自
己
紹
介

な
ど
。
事
務
局
に
て
豚
汁
を
用
意

し
ま
す
。
終
了
後
、
道
具
屋
さ
ん

が
小
屋
に
来
て
く
れ
る
は
ず
で
す

の
で
、
ナ
タ
、
ノ
コ
を
こ
の
際
揃

え
た
い
と
い
う
方
は
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
夕
方
か
ら
希
望
者
に
よ
る
交
流

会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合

の
つ
く
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ま
た
参
加
さ
れ
る
方
は
近
く

に
宿
を
と
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
植
林
担
当
講
師
は
保
科
先
生
、

島
﨑
先
生

5
月
11
日
（
土
）
樹
木
分
類

8
時
30
分
　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋

に
集
合
。
検
索
分
類
の
後
、
近
く

の
山
へ
。
今
年
は
も
う
十
分
に
若

葉
が
出
て
い
る
は
ず
で
す
。
あ
れ

ば
図
鑑
な
ど
。
標
本
採
集
に
は
腰

び
く
と
剪
定
バ
サ
ミ
が
便
利
で

す
。
お
弁
当
も
忘
れ
ず
に
。

　
担
当
講
師
は
島
﨑
先
生
で
す

第
3
回
　
5
月
25
日
（
土
）

　
測
樹
　
8
時
30
分
　
島
﨑
先
生

の
山
小
屋
に
集
合
。
森
林
調
査
の

一
環
で
す
。
あ
る
林
分
に
ど
ん
な

木
が
（
種
類
、
大
き
さ
）
ど
れ
く

ら
い
（
量
）
あ
る
か
を
調
べ
る
も

の
で
す
。
手
入
れ
の
方
法
は
こ
の

結
果
を
元
に
決
め
ら
れ
ま
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担

当
講
師
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ほ
か

ごちゃごちゃ鍋を囲んで山小屋の夜は更けていく

高い所を苦にしない人達ばかりでした

少し明るくなった

暗かった林が


